事業実績書

１　名称等
	１
	事業所の名称及び代表者名
	


	２
	担当者名
	

	３
	法人番号
	

	４
	資本金又は出資の額
	

	５
	常時使用する従業員の数
	

	６
	主たる業種
	



２　改善テーマ（３０文字以内）
	




３　計画実施期間
　　　　　年　　月　～　　　　　年　　月

４　改善の内容
(1) 事業の内容及び実施時期
	① 改善の概要


② 具体的な取組内容（手法・採用した技術）


③ 実施スケジュール
	実施時期
	取り組み内容

	
	

	
	

	
	







(2) 改善結果
① 改善後の状態（達成した状況）
	




② 数値結果（①の達成度を示す数値）※計画時点での指標を活用
	指標の種類
	現状
（Ａ）
	[bookmark: _GoBack]計画終了時の実績
（Ｂ）
	伸び率
（Ｂ－Ａ）／Ａ

	
	
	
	％



(3) 将来の展望（今後の展開）
	




(4) 経費の種類及び導入時期（領収書の写しを添付）
	
	種類
(機械装置など)
	内容
（設備名／型式）
	金額
	導入時期

	１
	
	
	
	年    月

	２
	
	
	
	

	３
	
	
	
	

	４
	
	
	
	

	５
	
	
	
	

	合　計
	
	



５　その他（上記以外で参考となる事項があれば記載）
	





６　成果の公表についての確認
（注釈）伊那市では、市内企業のAI・IoT等の利活用促進を図るため、成功事例を公表・周知していくことを検討しています。これに関連し、貴社の取組についても、可能な範囲で事例として公表したいと考えていますので、下記のいずれかをご選択ください。
　□(1) 取組内容の全てについて公表可能（視察等の受入れも可能）
　□(2) 取組内容の全てについて公表可能（視察等の受入れは不可）
　□(3) 社名を伏せての公表は可能
　□(4) 社名及び具体的数値を伏せての公表は可能
　□(5) 上記以外に非公表としたい箇所があるため、調整の上、公表可能
　□(6) 公表不可（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



課題解決プロジェクト（ＧＢＯ等）による支援を受けている場合のみ記載
	アドバイザー所見
	



アドバイザー：　　　　　　　　　　印　





- 2 -

